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タイトル案（10月15日時点）

運転免許返納後のバス路線の分析と検証

*論文全体の完成後に最終タイトルを決定予定



目次案



-はじめに- 1~1.2

1.1交通弱者とは 1.2高齢者免許返納率の変化

増加傾向

バス停から300m離れている人たち

近年、高齢者免許返納率が
上昇傾向にあり、75歳以
上の交通弱者が増加する



-足立区花畑での施策- 2~2.3

2.1花畑社会実験バスとそれによる交通弱者変化 2.2分析手法 2.3社会実験バスによる交通弱者被覆率の変化

交通弱者の救済になって
いるのか分析

バス停から300m離れている人たち
を算出、どの程度の効果があるの
かを見る

300m離れている交通弱者にどの程
度効果があるのか



-運転免許返納後の交通弱者- 3~3.2(3.3)

3.75歳以上(免許返納後)の交通弱者 3.1年齢別交通弱者減少率 3.2年齢別の交通弱者減少率

年齢別に交通弱者の変
化を分析

特に75歳以上の高齢者の減少に効果的な
ため今後増加する免許返納後の交通弱者
への対応が可能である

どの年齢層に効果が
あったのかを分析する



進捗状況(より多くの交通弱者を救える新規バス停を設立)

今回の社会実験バスによって75歳以上の
交通弱者に効果的なのは分かったが、今後
必要になるバス停を考える



進捗状況(より多くの交通弱者を救える新規バス停を設立)

300mバッファ内に収まっていない地域内の
施設に配置する(施設は既存のバス停に配
置されているのと同様の配置にする)

定義

候補地

足立区立花畑中学校

保木間二丁目

保木間一丁目団地



推奨バス停による変化を分析

減少比率 100m 300m バス停

推奨・旧65歳以上 1.10 9.03 +3

新・旧75歳以上 1.01 3.03 0

推奨地域にバス停を3つ新たに設置すること
で交通弱者を約3倍減少することが出来る


